
はじめに

　魚野川は岩菅山東側の渓谷を流れ，野反湖（群馬
県）に端を発する中津川と合流して，新潟県津南町
で信濃川へ合流する河川である。魚野川流域を含む
赤石山，岩菅山，烏帽子岳，佐武流山および白砂山
を巡る稜線で囲まれた「魚野川源流域」は，その立
地条件から秘境とされ，人為の影響が少なかったこ
とから原生的な状態でブナ等の天然林が広大な面積
で保存されている，学術的，遺伝資源的に重要な地
域である。当該地域は1993年に佐武流山周辺森林生
態系保護地域に指定され，さらに2019年には上信越
高原国立公園志賀高原地域の公園計画再検討による
地種区分の変更に伴い，特別保護地区に指定された。
志賀山を中心とする志賀高原地域は1980年にMAB
計画にもとづく生物圏保存地域（ユネスコエコパー
ク）に登録されているが，魚野川源流域の保全にか
かる法的担保の条件が整い，また利害関係者の同意
が得られていることから，志賀高原ユネスコエコ
パーク協議会では，当該地域を含むエリア拡張を予
定している。本調査は，ユネスコエコパークの拡張
申請や管理運営に必要な基礎的知見のひとつとして，
当該地域の中・大型哺乳類相を明らかにすることを
目的として実施した。

調査地と調査方法

　調査は，魚野川源流域の北端にあたる切明南方の
国有林内（36°47′53″N，138°37′29″E，880─920m 
a.s.l）で実施した（図 1 ）。調査地は魚野川（中津
川）右岸が赤石沢国有林，左岸が岩菅国有林である。
調査地周辺の主要な植生はブナやミズナラであり，
河川に近い場所はサワグルミ・トチノキ群落となっ
ている。平均気温，年降水量および最深積雪深の平
年値（ 1981 年─ 2010 年） はそれぞれ 6.4 ℃，
1831.9mm，239cmである（気象庁 2012）。なお本
調査は，北信森林管理署と共同で実施した。
　調査は，2020年 8 月21日から10月30日までの期間，
実施した。魚野川右岸側（赤石沢国有林）と左岸側
（岩菅国有林）の森林内にそれぞれ 3台ずつ，計 6
台の自動撮影カメラを設置した（図 1 ）。調査で使
用した自動撮影カメラは，ハイクカム SP2（株式会
社ハイク，旭川市）である。本機材は，夜間撮影時
には940nm赤外線補助光を照射する，ノーグロー
タイプの自動撮影カメラであり，センサー反応範囲
は35°，画角は42°である。ノーグロータイプの機種
を採用したのは，対象動物およびトレッキングなど
で立ち入る観光客等への心理的影響に配慮したため
である。本調査では，静止画により対象を記録した。
自動撮影カメラは，地上高 1 ～1.5mの高さで，ツ
リーマウントを介してナイロンベルトを用いて立木
の樹幹に固定した（写真 1 ）。撮影する角度は，カ
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メラから 2 ～ 4 mの範囲の地面が写るように調整
した。自動撮影カメラの設定は，静止画記録，動物
検知時に 3ショット撮影，復帰時間 1分とした。
　哺乳類が撮影された記録のうち，30分以内に同一
個体と推測される動物が写っていた場合は，重複イ
ベントとして有効データから除外した。また一度に

複数の個体が撮影された場合は，撮影回数を個体数
分カウントした。撮影された野生の哺乳類の種名は，
「The Wild mammals of Japan」（Ohdachi et al. 2009）
に従って整理した。相対的な撮影頻度を比較するた
め， 1 台の自動撮影カメラを100日間作動させた場
合の撮影回数である撮影頻度指数（RAI : Relative 
Abundance Index）を次式により算出した（O'Brien 
et al. 2003）。

撮影頻度指数 RAI＝ 
 （撮影回数［回］/カメラ稼働日数［日］）×100［日］

結果と考察

　調査期間中の有効撮影日数は420カメラ日で，総
撮影回数は828回であった。このうち哺乳類が記録
された有効な撮影回数は100回（12.1%）であった。
地域の中・大型哺乳類相の把握に必要な調査努力量
は200～300カメラ日程度とされており（金子
ら 2009），本調査の有効撮影日数は，これを上回っ
ていた。
　撮影された野生の中・大型哺乳類は12種で，この
うちタヌキ Nyctereutes procyonoides（写真 2 ）の撮

図 1　調査地の位置（左）と自動撮影カメラの配置（右）

写真 1　自動撮影カメラの設置状況

写真 2　タヌキ Nyctereutes procyonoides
（2020年 9 月24日撮影）

写真 3　ツキノワグマ Ursus thibetanus
（2020年10月19日撮影）
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写真 4　ニホンイタチ Mustela itatsi
（2020年10月 3 日撮影）

写真 5　ニホンテン Martes melampus
（2020年 9 月 8 日撮影）

写真 6　ニホンジカ Cervus nippon
（2020年10月26日撮影）

写真 7　イノシシ Sus scrofa
（2020年10月29日撮影）

写真 8　ハクビシン Paguma larvata
（2020年 9 月27日撮影）

写真 9　ニホンカモシカ Capricornis crispus
（2020年10月 3 日撮影）
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影回数が全体の47.0%と多かった（表 1 ）。次いで
ツキノワグマ Ursus thibetanus（写真 3 ），ニホンイ
タチ Mustela itatsi（写真 4 ），ニホンテン Martes 
melampus（写真 5 ）が多く出現した。出現種は志
賀高原の信大自然教育園（水谷 2022a）やカヤノ平
（水谷 2022b）で実施している同様の調査と共通し
ており，調査地の中・大型哺乳類相は，北信地域の
森林において一般的なものといえる。
　注目すべき種として，ニホンジカ Cervus nippon

（写真 6 ）とイノシシ Sus scrofa（写真 7 ）が10月
に，ハクビシン Paguma larvata（写真 8）がすべて
の月に，それぞれ確認された。ニホンジカとイノシ
シは，いずれも各地で分布域の拡大と個体数の増加
が報告されており，また鳥獣害の観点からも注目さ
れている。このうちニホンジカは個体数密度の上昇
が森林生態系に大きな影響を及ぼすことが知られて
いることから，広大な原生林が残る当該地域では今
後の動向を注視する必要がある。また移入動物と考
えられているハクビシンは，2015年 3 月に公表され
た「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある
外来種リスト」（環境省・農林水産省）において重
点対策外来種に指定されている。ただしその指定理
由は生態系被害ではなく，人間活動に関係する経
済・産業被害を重視したものであり（環境省自然環
境局 2015），本種の生息が森林生態系に及ぼす影響
はいまだ明らかになっていないが，その生息動向は
注視する必要があるだろう。
　このほか文化庁の特別天然記念物に指定されてい
るニホンカモシカ Capricornis crispus（写真 9 ）の
生息が確認された。またツキノワグマについては，
調査地は奥山であることから本来の生息地と言える
が，登山者の歩道への夜間の入り込みが見受けられ
ることから，人身被害を防止するために注意喚起を
おこなうことが望ましいと思われる。
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